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（長崎大学大学院先進予防医学共同専攻　リウマチ・膠原病内科　教授）

　第２回国際キャッスルマン病シンポジウムは、2025 年２月７日 - ９日の３日間、長崎市の出島メッ
セ長崎で、成功裡のうちに、対面開催（一部 WEB）することが出来ました。
　キャッスルマン病は、リンパ節に病変を形成し、そこに集積する免疫担当細胞の活性化を反映し
た炎症反応を呈し、その中核を形成する特発性多中心性キャッスルマン病（idiopathic multicentric 
Castleman disease：iMCD）は指定難病です。
　iMCD は iMCD-IPL（Idiopathic Plasmacytic Lymphadenopathy 
with hyperimunnogloblinemia：IgG 値が高くIL-6 阻害薬への反
応性が良い）、iMCD-TAFRO （Thrombocytopenia, Anasarca, 
Fever, Ret icul in f ibrosis or Rena l dysfunct ion , and 
Organomegaly：IgG値は正常で予後は良くない）、iMCD-NOS（Not 
Otherwise Specified：iMCD-IPL と iMCD-TAFRO の中間）に
連続性はあるが、サブタイプ分類されます。
　また、iMCD との異同に議論が多い疾患に TAFRO 症候群が
あり、これは TAFRO 症候を伴うがリンパ節腫大は軽度で、現
行の基準では iMCD とは診断されない疾患と位置付けられてい
ます。
　近年、リンパ節病理組織像の heterogeneity が明らかとなり、
その heterogeneity が臨床徴候やエフェクター細胞／分子の
heterogeneity に直結すると想定されていますが、明らかにされていない部分も多く、国際的にも
本領域疾患の大きな research question となっています。
　それらを受け、今回は参加 101 名（うち会場参加 100 名）、海外からは 11 ヶ国 26 名の研究者が
参加してのシンポジウムで、すべてのセッションが対面で構成され、非常に熱が入ったディスカッ
ションが展開されました。
　シンポジウムは６セッショ
ンの構成で、Lecture 1 とし
て米 国 CDCN（Castleman 
D i s ea se Co l l abo ra t i ve 
Network）の代表者であり、
ご自身もキャッスルマン病患
者であるDavid Fajgenbaum
先 生 か ら “The CDCN’s 
progress over the last 12 
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years” を、Lecture 2 years” を、Lecture 2 は川上が、
難治性疾患実用化研究事業から得られた成果を
“Research trends on Castleman disease and 
TAFRO syndrome in Japan” で講演しました。
　最終日の午後には、WEB 方式による「Patient 
Joint Session」を設け、海外から講師として、Frits 
van Rhee 先生、Dorottya Laczko 先生をお招きし、
事前に日本のキャッスルマン病患者会の患者さんか
らお寄せいただいた質問に回答する形で進行し、David Fajgenbaum 先生から事前に送っていただ
いた回答動画を放映した後に、海外講師のお二人からコメントをいただきました。
　患者会からは４名の方にオンラインでご参加いただき、その他の患者さんにはウェビナーでご視
聴いただきました。
　今回のシンポジウムは、米国 CDCN の中心人物で
ある David Fajgenbaum 先生、Frits van Rhee 先生、
また、CDCN で最新研究を実際に実施されている
Dorottya Laczko 先生をお招きし、情報交換を行っ
たことは、今後も含めて大変意義がありました。
　また、それ以外にも海外から、若手研究者を中心
に 20 名余の研究者が来日し、これら先生方との
Discussion がなされ、非常に有意義であり、今後の
この領域疾患の国際共同研究等の進展が大いに期待
される成果を得た次第です。

令和７年度事業計画及び予算について4
　令和７年度の事業計画と予算は、令和７年３月に開催した理事会及び評議員会において、次のと
おり決定いたしました。

1．事業計画

（１）公募事業
　令和７年度公募要領を定め、財団ホームページでのインターネットによる公募を行う。
・ 応募期間　令和７年６月２日（月）〜７月 21 日（月）
・ 医学研究奨励助成事業

40 歳未満の国内の医師や研究者が行う難病の研究課題に助成金を贈呈する。
応募にあたっては厚生労働省難治性疾患政策研究事業研究代表者等の推薦を要する。
助成金額は１件 200 万円とする。
採択予定件数は一般枠と臨床枠を合わせて 10 件程度、疫学枠を原則１件とする。
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